
 

 

 

 

  

■Topics 
「地域のモビリティ確保の知恵袋 2023」 を発刊しました 

－地域の多様な主体と連携したデジタル技術活用－ 

国土交通省 総合政策局 総務課 （総合交通体系）では、「地

域のモビリティ確保の知恵袋 2023 －地域の多様な主体と

連携したデジタル技術活用－」を作成しました。 

地域交通分野でのデジタル技術活用が進む中、ノウハウ・リ

ソース不足等により、デジタル技術活用の取組状況には自治

体間の格差があります。 

そこで、本書では、ノウハウ・リソース不足の解消を目的とし

て、地域の多様な主体との連携によるデジタル技術活用の取

組を行う際のポイントを、学識経験者へのヒアリング、取組事

例の調査等を基に整理し、とりまとめました。 

本書は、大きく２つの章と参考資料（取組事例集）で構成さ

れています。２章では、多様な主体と連携したデジタル技術活

用について、取組の意義や取組の着眼点などを整理していま

す。３章では、多様な主体と連携してデジタル技術活用に取り

組む際の着眼点について、より詳細な考え方やポイントを、具

体的な取組事例も交えながら、より詳細に説明しています。 

本書が、地域のモビリティ確保の一助となれば幸いです。 

 

 
 

■本書の構成 

【「地域のモビリティ確保の知恵袋 2023」 はこちらから】 
 

1.1 本書の目的 1.2 本書の対象 1.3 本書の構成

1 はじめに

２.１ 地域交通でのデジタル技術活用に係る現状
２.２ 多様な主体と連携したデジタル技術活用の意義
２.３ 連携の類型
２.４ 多様な主体と連携したデジタル技術活用の着眼点

２多様な主体と連携したデジタル技術活用に向けた着眼点

３.１ 連携の下地づくり
３.２ 連携スキームの検討
３.３ 連携の実施

３ 取組のポイント

①２市村が連携した地域交通の利便性向上施策の推進
【新潟県 燕・弥彦地域定住自立圏】

②コミバス等へのICカードの導入及びICカードを利用した公共
交通利用促進事業
【香川県 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏】

③地域の関係者と連携した地域交通のデジタル化施策「Ticket 
QR」【長野県 上田市】

④地域主体によるデマンド型交通/自動運転の取組「南花台モビ
リティ『クルクル』」
【大阪府 河内長野市（南花台地区）】

【参考資料】
多様な主体と連携したデジタル技術活用の取組事例

■本書のポイント/取組事例 

○連携したデジタル技術活

用の取組を進めるための

取組素地を作る 

○連携したデジタル技術活

用の取組が円滑に進む体

制・仕組みを作る 

○効果的・効率的なデジタル

技術活用の取組を実施・展

開する 

着眼点③ 
連携した取組の実施 

着眼点② 
連携スキームの構築 

着眼点① 
連携の下地作り 

例)地域住民と自治体との協力

体制 
【大阪府河内長野市（南花台地区）】 

例)地元企業との連携、 

地元金融機関の仲介 
【長野県上田市】 

例)地域状況に応じた多様な 

取組の実施 
【左:新潟県燕・弥彦地域定住自立圏】 

【右: 】 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/chiebukuro2023.pdf


■総合交通体系グループだより 

 

 

■Information 

▶ 総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

本メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえ、内容の充実を図りたいと考えてい

ます。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなどがございましたら、下記までご連絡ください。  

 

▶ 地域の取り組み・イベント案内 募集中！ 

当課では、総合的な交通施策の取組について情報提供頂ける自治体等を募集しています。地域の交通

拠点の形成・再編による地域交通の維持・活性化の取組などを本メールマガジンで紹介し、ノウハウ等の

情報共有ができればと考えております。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にお寄せ下さい。 

また、イベントや勉強会・講演会・セミナーなどにつきましても、当メールマガジンにてご案内させて頂き

ます。主催者の方からでも、耳よりの情報でも構いません。是非お寄せください。 

【ご意見・情報提供】 hqt-soukou01(at)mlit.go.jp  ※(at)を@に変えてお送りください 

 

  

▶ 国・地方公共団体職員向け研修のご案内（予告） 

令和６年度 地域モビリティ（移動の利便性）確保研修 

国土交通大学校では、交通関連業務に従事する国・地方公共団体の職員を

対象に、「地域モビリティ（移動の利便性）確保研修」を開催予定です。 
 

地域交通の課題解決に向けた手法や先進的な取組事例について、学識経験

者及び地方公共団体等による講義やグループ演習を行い、地域モビリティに

関する企画立案能力やマネジメント能力の向上の機会を提供します！   

６月中旬頃より正式に募集を開始予定ですので、ぜひ奮って本研修の機会

をご利用いただきますよう、ご案内申し上げます。 

【お問合せ先】 
国土交通大学校 計画管理部 企画情報科  
電話：042-321-7074   E-mail:col-keikakukanri4（ａｔ）gxb.mlit.go.jp 

                            ※（at）を@に変えてお送りください （クリックで PDFに移動） 

８/26(月) 

～８/28(水) 

開催予定 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/142-2.pdf


■総合交通メールマガジンとは 
総合交通メールマガジンは、交通基盤整備や地域交通に関する最新の取り組みを幅広く紹介すること

を目的として発行しているメールマガジンです。主な配信先は都道府県、市町村等の交通施策担当者です。

当メールマガジンで紹介する記事は、執筆者が任意の協力のもとで作成したものであり、成果を広く共有

する観点から、二次的利用も可能な形式で掲載しております。 配信申込は以下からお願いいたします。 

【配信申込】 以下を添えて、メールでお申し込みください。 

（団体の場合）所属、氏名、電話番号、メールアドレス 

（個人の場合）所属（職業）、氏名、電話番号、メールアドレス 

【申込先】 国土交通省総合政策局総務課（総合交通担当） メールマガジン担当宛 

E-mail：hqt-soukou01(at)mlit.go.jp  ※(at)を@に変えてお送りください 

TＥＬ：03-5253-8111（内線 53-113） 

【バックナンバー】 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 

 

また、当メールマガジン以外にも、公共交通政策全般について、国民の皆様に広く関心を持って頂くた

めのメールマガジンを配信しております。ご興味のある方は、以下より配信のご登録をお願いします。 

【配信登録】 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000039.html 

 

※配信先の変更について 

メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方につきましては、配信先のご変更をお願い

いたします。なお、様々な部署で楽しんで頂けるよう努めて参りますので、配信継続も歓迎しております。 

【配信先の変更申請】 hqt-soukou01(at)mlit.go.jp  ※(at)を@に変えてお送りください 

 

【本メールマガジンについてのお問い合わせ先】 

国土交通省 総合政策局 総務課（総合交通体系グループ）  担当：島川 

TEL： 03-5253-8111（内線 53-113） 

E-mail： hqt-soukou01(at)mlit.go.jp （※(at)→＠） 

総合交通体系Webサイト： http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000039.html
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html
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